
ドイツ語で言うところの「Reformpädagogik（新教育）」は，１９世紀末から一般に広まった。まず，改革志向

の教員ゼミナールや実験学校の教育（学）を言い表し，それと関連しつつ，その後には一連の改革運動の名称と

なった。国際的に見れば，そのような端緒は「éducation nouvelle」（フランス），「progressive/radical education」

（アメリカ），「nuova educazione」（イタリア）と呼ばれている。これらの端緒は，場所は違っていても，およ

そ同時期に生じた，教育の理論と実践の広範な革新と考えられる。その際に前提とされているのは，共通の考え

方の核のようなものの存在や，教育構想の統一性という考え方である。結局，ただ一つの「新教育」があったの

だ，ということになる。

これは，ある視点からの歴史記述の結果ということになるだろう。それは「より新しい教育」と言えるような，

ある始まりが存在するような決まった時期と規定できるものになる。ところが実際には，ある学校の創設をもっ

て，ある教育運動の始まりを推論することはできない。１９世紀においても常に新しい学校は創設されていたし，

それらの多くは実験学校とみなされていた。しかもそれらの多くは１９世紀末に新教育の学校と言われた学校と酷

似したものであった。こうした最初はいらだたせるような結果は，容易に説明可能である。以下に述べるような

新教育の歴史叙述は，本来の意味での学校以外の時期を提示していないし，人為的に時期を短くしている。「新

しい」教育と「古い」教育が区別されなければならないとすると，どちらか一方が，明らかな切れ目を必要とす

るが，歴史的に見れば，どの時期にも存在しないのである（Oelkers２００５）。

教育改革運動は，１９世紀を通して常に存在した。傑出してよく読まれた著作家がドイツの標準的な歴史記述の

なかで注目されていないことは難なく証明できる。ドイツの歴史記述では，この多様性を，時間的・民族的だけ

ではなく政治的にも矮小化している。国際的な教育改革運動は，１９世紀においては，多様性をもった社会の左派

と国家の教育制度の枠外に見られる。海外への移住の運動，ヨーロッパの大都市における無政府主義的な学校の

創設，農村共同体における社会主義的な教育実験などである。これらは全体として標準的なドイツの歴史記述に

は登場せず，したがって新教育には数えられていない。

１９世紀の新教育の輝かしい著作家は，ロシアの小説家であるレフ・トルストイである。ドイツ教育学において

は今日まで，トルストイが注目されるとしても，周辺部に位置しているに過ぎない。トルストイのいう「自然の

教育」の理論と実践は，国際的に比べれば，すべてのドイツの田園教育舎よりもずっと大きな影響力をもってい

る。教育者としてのトルストイがよく読まれたのは，無政府主義者のサークルだった。これらのサークルでは，１９

世紀中葉以来，子どもの自由という構想について議論されただけではなく，現実に試みられた。それとならんで，

新教育は，コロニー実験として構想され，現実に試みられた。

トルストイは，２０世紀初頭の若い教育者たちの多くにとって，キリスト教で言う使徒のような存在だった。す

なわち，子ども中心の自由で独立した真の教育の唱導者とされたのである。こうした教育を可能にする条件は，

ヤースナヤ・ポリャーナから，より厳密に言えば，この学校に関するトルストイの報告から看て取ることができ

る。１９世紀末の三〇年間において，大学で講じられる心理学では遺伝の理論が支配的であったが，トルストイを

中心とするグループでは，まったく問題になっていなかった。彼らによれば，教育は自然によって限界づけられ

るものではなく，解放されるのだ，とされる。それはトルストイの実践で証明されたと言われた。ヤースナヤ・

ポリャーナにあっては，新しい教育の理論のみならず実践もが発展させられた。そしてそれは国際的な新教育の
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なかでは，重要であるばかりでなく，決定的なモデルとして受け入れられたのである。

トルストイの考えの基本になっているのは自由である。正確に言えば，教育の自由と教育における自由の二つ

の事柄である。それはトルストイ自身がモンテーニュから学んだ事柄であり１，２０世紀初頭には「新教育」の後

ろ盾となっていたものである。自由で自然に即した教育を基礎づけるためには，文学上の原典や実践上の直観が，

大学で講じられている心理学より重要だった。新教育にとって大学の心理学は，子どもを研究対象とするように

なってから初めて意味のあるものとなったのである。その際，文学的表現と自由教育の実践が前提となっていた

ことは，偶然ではないであろう。遺伝の理論はそこでは何の役割も果たしていない。なぜなら，この理論は自由

を遺伝的に，つまり教育では触れることができないものとして限定してしまっているからである。「新しさ」は，

自然を，教育を制限するものと考えているのではなく，解放するものと考えている点であろう。

この決定的なモデルが成立したのは，およそ１９世紀中葉である。トルストイは１８２８年に生まれ，カザンでの勉

学を中断した後，ヤースナヤ・ポリャーナの所有地に１８４９年に最初の学校を創設した。この学校は二年後に閉鎖

された。そのときにトルストイは軍隊に入るとともに，最初の文学上の著作を公刊した。トルストイは，フラン

ス人とドイツ人の家庭教師によって教育されたので，自身では学校に通ったことはなかった。一六歳でカザンの

大学に入学し，東洋語と，後には法学を勉強した。１８４７年にトルストイは期末試験に失敗したために，なんらか

の修了資格も得ないまま，大学を去った。トルストイは遺産で生活しながら，彼の所有地で農奴の解放に取り組

んだ。学校の創設もその目的の一つであった。ただどちらかといえば，あまり乗り気のしない改革は，１８５６年に

公刊された小説『地主の朝』に描写されている。

トルストイは，１８４６年から詳しい日記をつけていた。その日記は，短期間の中断があるものの，トルストイの

死まで及んでおり，トルストイの生活を詳しく描写している。１８５１年，トルストイが二三歳のとき，カフカスに

駐屯していた兄をトルストイは訪ねている。後には彼自身も入隊した。トルストイは，カフカスの連隊の砲兵隊

見習士官になったのである。クリミア戦争ではトルストイはドナウ軍に転属し，セヴァストポールの防衛に参加

した。フリ－ドリヒ・エンゲルスは，疫病も蔓延した包囲網の悲惨さを１８５４年１１月１５日の『ニューヨーク・デイ

リー・トリビューン』紙の論説に印象的に描き出している。

戦争が終わると，トルストイは自分の土地に戻った。もう一度，そして今度は真剣に，農奴の問題と取り組ん

だ。改革の中心には新しい教育があった。ヤースナヤ・ポリャーナは，モスクワとクルスクの中間にあった。ト

ルストイは戦争以前の，二〇歳くらいの頃から土地の経営をおこなっていた（Chute １９９１，S．２）。領主の館は，
農奴の住む（ebd., S．２８）村に取り囲まれていた（ebd., S．１７，２３）。これらの家族の子どもたちを対象として（ebd.,
S．４２，９），領主は自由な教育をしようとした。この目的を達成するために，領主は校長にならなければならな

い（ebd., S．３３）。戦争経験をふまえて，トルストイはそうする決心をした。約五〇人の農奴の子どもたちのた

めの学校が，土地の建物のなかに創設された。入口のドアには，次のように書かれていた。「入りたまえ。そし

て，自由へと解き放たれよ。」

１８５７年から１８６１年の間に，トルストイは二回の海外旅行を試みた。ドイツ，イギリス，フランス，イタリア，

そしてスイスにも旅行した。第一回の旅行のあとで，１８５８年秋に，トルストイは自分の館の一室を小さな学校と

した。これはトルストイの教育理念の実験とみなされた。ここから本来の学校がつくられた。そこでは五〇人の

子どもに三つの部屋が与えられた。二回目の旅行は，教育上の視察旅行だった。トルストイは教育をよく知ろう

としたし，１８６０年から１８６１年にかけては，とくに急激に発展したプロイセンやドイツの他の地域の教育制度に強

い関心をもっていた。この教育制度をトルストイは視察し，自分なりに分析していたのである。

トルストイは自分の所有地に戻ってから，１８６１年には農事仲裁人に選ばれた。ヤースナヤ・ポリャーナの学校

は，トルストイの第二回目の旅行中も存続し，１８６１年には拡張された。仲裁人としてトルストイは，さらに一四

校の「農家の子どものための自由学校」を設立することができた。それらは最初の学校をモデルとしたものだっ

た。１８６２年２月から１８６３年３月までの間に，『ヤースナヤ・ポリャーナ』誌が刊行された。この雑誌は１８６１年５

月に公式の発行許可を得ていたのであり，トルストイは自身の自由教育論を誌上で展開したが，最初はまったく

注目されなかった。

この雑誌は，教職員や生徒が寄稿してよいことになっていた。彼らは改革のテーゼとプロジェクトについて議

論した。これに対して１８６２年１０月にロシア内務省は手紙でトルストイに警告し，この雑誌と学校が，破壊的な精

神を持ったものであると述べたのであった。あからさまな脅迫と抑圧で，トルストイは１８６２年末には学校を閉鎖

することにした。１８６９年になってやっと学校は再開され，１８７５年まで存続した。

このように１８６２年は危機的な年であった。この年にトルストイは記憶すべき重要な論文を書いている。そのタ
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イトルは以下のようなものだった。

「誰が誰に書くことを学ぶべきか。農民の子どもがわれわれにか，それともわれわれが農民の子どもにか。」

この論文には教育学と教育的意図に関する根本的な批判が見られる。つまり，教育学や教育的意図は子どもの

自然に対して不遜なことをしているとみなされる。「教育」しようとすると，子どもの自然に反する可能性があ

るというわけだ。トルストイの批判はルソーの「新教育」というテーマに基づいている。それは，たとえばフレー

ベルが「人間の教育」と理解したことから，大きく隔たっているものである。教育は現在の目標を考えながら，

未来を規定することである。それは子どもというものが，自分自身の過去を背負って成長し，発達するというこ

とを無視している。

「子どもを教育しよう，人間たらしめよう，発達させよう，などと何らかの働きかけをしようとするとき，

私たちは無意識のうちに，あるひとつの目標――真，美，善の偉大なる調和への到達――を追求することに

なるし，実際に追求してもいる。もし時間が止まっているなどということがあれば，子どもがその本質全体で

生きていないのであれば，欠けているところを補ったり，余計なところを削ったりして，私たちは容易にこの

調和に到達できるだろう。しかし，子どもは生きており，その本質のそれぞれの側面が競い合いながら発達し

ようとする。ところが私たちは，多くの場合，この本質の諸側面を発達させることだけを目標とし，発達の調

和を促そうとはしない。」（Tolstoi １９８４，S．３５；強調は筆者による。）〔トルストイ（佐々木弘明訳）『トルスト
イ自由主義学校』明治図書，１９８０年，１８４ページ。〕

「教育」というのは，子どもをある一定の目標や理想にしたがって捉えようとすること，つまりある種のこだ

わりをもった子どものとらえ方である，ということになる。そう考えると教育は子どもから目を離すことに対す

る，一種の保留であることになる。この主張を説明するために，トルストイは有名な比喩を使う。

「ここに，すべての教育理論の永遠の過ちがある。私たちの理想は，私たちの後方にあるのに，それを前方

に見ている。」（ebd.）〔同上書，１８４ページ。〕

教育的なものの見方はこうして逆転される。つまり，すべて道具的であると批判される。教育はある目標に到

達するために，子どもの発達を利用するのではなく，自然な発達が教育的意図を妨げるのである。

○ 最初には子どもは十全であり，

○ 「健全な子どもは，私たちが内面に抱いている真，善，美の無条件の調和の要求をすべて満たして，この世

に生まれてくる。」（ebd.）〔同上書，１８４ページ。〕

○ 「人間は完全なものとして生まれてくる，というのがルソーの偉大な言葉である。そしてこの言葉は，岩の

ように揺るがない真理として残るものである。」（ebd.）〔同上書，１８５ページ。〕

これはしかしながら，問題の発端ではなく，問題の帰結に他ならない。すべての新しい経験によって，子ども

の関係性の空間や量や時間は増大する。子どもは，ただ最初にのみ十全な調和の内に存在することができる。生

命の原理とは，分化するということである。つまり，最初の孤立した一つだけの存在から変わっていかなければ

ならない。ただ，未来が最初の調和を再び取り戻すことなしに。トルストイが言うには，教育者はしかしながら，

「子ども期が調和の原型である」ことを通常，等閑に付している。教育者は，発達を目標として理解し，見定め

ることができない将来へと移動させてしまう。こう考えることによって，教育者にとっては，「下手な彫刻家」

（ebd., S．３６）〔同上書，１８５ページ。〕と同じことが起こってしまう。教育者は自然の扱い方を間違えている。

なぜなら，教育者は自然を変形させようとするのだから２。自然は教育者にとって，不規則に動いているように

見えるわけなのだ。

その際に，教育学的に問題となるのは，大人が自分自身を理想化していることであろう。教育するのは大人で

あって，子どもではない。しかしこの意図には，「大人は完全である」という，誤った，そして夢中になって追

求される理想が背景となっている。それは大人自身によってではなく，子どもが「修正」するものなのだ。「生

まれながらの美しさ」と子どもの自由へのまなざしは，それがなければ失われてしまう。子どもは欠如体として

とらえられ，「不正が目に付けば」できるだけ早く取り除かれなければならないことになる（ebd.）。
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「子どもを発達させていけばいくほど，今は失われてしまった過去の原型から遠ざかっていく。また，大人

の完全なモデルに到達することも，ますます不可能になっていく。私たちの理想は，後方にあり，前方にはな

い。教育は人間を堕落させてはいるが，より良く導いてはいない。子どもには教育をできるだけ少なくし，自

由をできるだけ多くしてやることが必要なのだ。」（ebd., S．３６／３７）〔同上書，１８６ページ。〕

ここから自由への教育の基本原理が生まれた。この原理によってトルストイは有名になった。トルストイが「偉

大な教育者」と言われるのは，次のような原理を示したからである。

「子どもに教えたり，教育したりすることは，不可能であり，また，無意味なことである。というのも，子

どもの方が，私よりも，そしてどんな大人よりも，真，善，美の調和という理想に，私が傲慢にも子どもを高

めてやろうとしている理想のずっと近くにいるからだ。この理想についての自覚は，私よりも子どもの方が強

く持っている。子どもが私から必要とすることは，調和的に，また全面的に子どもを充足させうる素材だけで

ある。」（ebd., S．３７）〔同上書，１８６ページ。〕

こうしたフレーズがトルストイ教育学を有名にし，例えば，１９世紀末のフランスの無政府主義者サークルに受

け入れられた。このサークルは，第一次世界大戦以前の新教育のなかでもっとも興味深い集団の一つであるが，

歴史記述において常に見逃されてきた。だが，トルストイの影響はさらに広く及んでいる。教育に関するという

より教育に対すると言った方が適切なトルストイの著作は，世界中で読まれた。トルストイの著作は，拠り所を

求め，教育批判をおこなう新教育に利用され，部分的には教員養成でも活用された。「新しい教育」の発展に好

意的な小さな自費出版社から，しばしば翻訳書や解説書が刊行された。

アメリカでは，とりわけアーネスト・ハワード・クロスビーがトルストイの教育論を広めた３。クロスビー４は

有名な作家であり，反軍国主義者として知られていた。彼は２０世紀の初めにエドワード・カーペンター５，ウィ

リアム・リロイド・ギャリソン６やレフ・トルストイまでをも拠り所として，自然キリスト教主義に基づきなが

ら，自由社会の理論を構築しようとした。

トルストイやクロスビーの主張は結果的にまた，まさに教育について自由に考えることや，あらゆる教育的な

権威を放棄することを促した。これは特にトルストイのパーソナリティに負うところが大きい。というのも，彼

は教育と社会のモデルとして描かれたからである。領主であるトルストイは，１８８０年以降，農民とともに畑を耕

し，自分の財産をすべて投げ出して，飢饉のあった１８９１年，１８９３年，１８９８年には貧窮した農家への莫大な支援を

おこなったのである。

トルストイの政治活動は何度も彼自身を危機に陥れた。例えば１８８１年に彼が皇帝アレクサンドル二世を暗殺し

た人々の罷免を要求した。センセーショナルな論説「飢えについて」（１８９２年）においてロシア政府を厳しく批

判し，１９０５年には革命を鎮静した後の厳しい報復措置に反対の立場を表明した。トルストイは政治犯を援助した

り，飢える人々のために資金を調達したり，迫害された学生の面倒を見たりした。１９０１年に彼は力の限りを尽く

して，拘束されていたマキシム・ゴーリキーの解放に努めた。同年，トルストイはノーベル文学賞の受賞を断り，

ロシア正教会からの破門を冷静に受け入れた。１８８２年以来，秘密警察の監視下にあったトルストイは，数多くの

社会批判的な著作を著し，教育のみならず社会運動においても国際的に知られることになった。トルストイの最

後の仕事は１９１０年１０月のものであり，そのタイトルは「社会主義について」だった。

早くから「トルストイ主義」は話題にのぼった（Schroeder１８９４）。自由主義的な生活様式の特質については，
トルストイの信心深い後期著作に関連づけられるよりも，むしろ，哲学者トルストイの人格に対するイメージと

ともに語られた。ドイツ語圏内の教育論議のなかで，トルストイに対する熱狂と関連して注目されたのは，それ

まであまり顧みられていなかった「教育的自然主義」（Pewsner １９０８）であった７。教育的自然主義とは，自然な

教育や自由な教育のプログラムが成立しえないことを指摘する考え方である。この考え方は，１９０８年時点におい

て，「規範を軽視する個人主義を宣言したもの」と捉えられていた（ebd., S．５２）。

トルストイの学校では，「一人ひとりの子どもが，まさにしたいと思っていることを，してもよい。教師は一

人ひとりの子どもについて，何をどのように教えればよいかを決めておく必要がある。これは，正当な個別化

の基本原則を超え出ている。なぜなら，結局のところ，子どもの都合を考慮しすぎるあまり，学習成績レベル

がかなり低下することになるからである。つまり，方法の問題は解決されるのではなく，棚上げにされるので
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ある」（ebd., S．５２／５３）。

この論議は好意的な立場からだけのものではない８。とりわけヤースナヤ・ポリャーナがモデルとして捉えら

れていたかどうかについては疑わしい。もっとも１９１９年にはヴァシリィ・モロゾフの回想録のドイツ語翻訳版が

出版された。この本は，モロゾフがヤースナヤ・ポリャーナの学校に在学した１８５９年から１８６２年までの様子を綴

ったものである。この回想録を読むと，自由教育は実践可能であり，単純に教育的ユートピアを語っているので

はないことが明らかである。

トルストイの教育関連著作の最初のフランス語翻訳版は，１８８１年にパリで『学校の自由』というタイトルで出

版された９。これ以降，フランス語圏の論議では常に『教育者としてのトルストイ』（Baudoin １９２１）が参照され

るようになった１０。この背景には，すでに１９世紀中葉から自然の教育論や反権威的な教育論について論じられて

いたことがある（Considerant１８４２）。こうした議論は，例えばシャルル・フーリエらの空想的社会主義の理念

に刺激されて活発になった１１。フーリエが『愛の新世界』に記したことによれば，社会の調和は熱狂をもたらす。

その誘因として，「新しい教育」が約束されること，すなわち科学ではなくユートピアが示されることがある。

こうした意味で，新教育は，天から降ってきたのではなく，教育批判への一連のモチーフや関連領域として出

現した。それは，旧来の歴史記述が始められる以前のことである。その際，子どもの自由は，１９世紀における解

放運動と並行して，基本的な役割を担った。このような面において，新しい自由教育は国際的なテーマであり，

あらゆる先進産業社会では公的に議論され，次第に学問的な注目を集めていったのである。教育における自由と

解放は，明らかに，もはや世紀の中葉までのように方法の問題ではなく１２，オルタナティブな実践と生活形式で

あった。

１９世紀の自由主義運動はしばしば「社会ロマン主義」と呼ばれるが，１９世紀初頭のフランスにおける文学批判

のような保守的ロマン主義との関連性は少ない。社会ロマン主義において重視されるのは，左翼の社会実験であ

る。社会実験が進められるなかで，「新しい教育」や，少なくともその一部分が実現されていく。具体的には社

会の周辺地域で実証されるのだが，子どもがそれぞれの潜在性から理解される点では，ロマン主義的である。子

どもとは，ルソーの解釈と同様，本来，善いものであるだけでなく，社会的であり自由なのである。

「共産主義」（communisme）という言葉は，フランスの弁護士であり社会改革者であったエチエンヌ・カベー１３

によって作り出された。カベーがこの概念を最初に用いたのはおそらく１８４０年のことであり，『ポピュレール』１４

誌上で，平等志向の新しい共同生活の形態を特徴づけようとしたときである。カベーの考えた共同生活とは，政

党や国家権力の責任のもとに実現されるものではなく，自発的な協働の結果でなければならなかった。

○ カベーが主張したのは，出版の自由や自由な民衆教育に限られず，

○ 自由に向けたラディカルな社会変革であり，それは例えば「共産主義的な共同生活」などを推進力として実

現されるものであり，

○ したがって，中央権力や官僚制は不要である。

○ 政治組織が重要なのではなく，新しい生活形式が希求されるべきであり，そのなかに教育も含まれる。

このような実験は必ずしも成功するとは限らない。イギリスの工場主であり慈善家であるロバート・オウエン１５

は１８２４年にアメリカのインディアナ州の社会主義コロニーを購入した。このコロニーは「ニュー・ハーモニー村」

と呼ばれており，オウエンは三万ポンドを支払った。当時としては巨額である。「ニュー・ハーモニー村」では

新しい生活形式が試みられた。地上のユートピアとして幾度も参照されたのは，１７世紀初めの宗教的ファンタ

ジー「新しいエルサレム」構想だった１６。「ニュー・ハーモニー村」は田園地帯の中心にある閉じられた都市とし

て構想されたが，実現されることはなかった。実際に何らかの同種の社会が成立したことはない。机上の構想と

は関係なく，さまざまなコロニーが作られただけだった。ロバート・オウエンが「新しい社会制度」（１８２５年）

と名づけたものは，いかなる点においても，現場の状況と折り合わないものだった。「ニュー・ハーモニー村」

は１８２８年に失敗に終わり，オウエンは多大な経済的損失を被った。

新しい社会主義的な生活形式のなかには，教育や学校も含まれていた。ここには，教育学的省察や子どもの見

方も含まれている。オウエンの教育学は，感覚論と環境論を混合させたものである。この考えに適した環境を自

由に使うことができ，正しい教育方法が用いられたのならば，そうした場合に限って，子どもの学習を巧みに，

また確実に進めることができるだろう。その際，実践においては，とくにペスタロッチーのメトーデが重要とさ

れていた。ただし，ペスタロッチーのメトーデが潜在的に，あるいは文学的に影響を与えるにすぎないことは確

かである。オウエンは実際にメトーデを信じていたのではなく，メトーデという価値づけを期待したのである

「新教育」以前の新教育

― ５ ―



（Owen１８４０）。

「新しい社会システム」計画は失敗した。三年でモデル・コロニーをつくる，という当初の計画は実現しなか

った。モデル・コロニーでは，私有財産が撤廃され，市民どうしの結婚はもはや存在せず，宗教の不合理な様式

はまったく役に立たないと考えられていた。最初に設定された諸条件――自由に入居できる住宅が完備され，

借金は免除され，子どもたちは手厚く保護される――は素晴らしいにもかかわらず，大規模な平等志向の共同

体（Gemeinschaft）が出現することはなかった。一九の小さな区域（Gemeinde）が個別につくられただけであ

り，そのいずれも１８３０年まで存続しなかった。

新しい教育の基本原則については，エチエンヌ・カベーも著作『イカリア旅行記』（１８４０／４２）１７で示していた。

イカリア旅行はユートピアというより手引きである。イカリア島にはダイダロスの息子イカロスが葬られてい

た。父子は，鳥の羽を蝋で固めて作った翼をつけ，クレタの迷宮から脱け出した。イカロスは太陽の近くを飛ん

でしまったため，蝋が溶けて翼は砕け，イカロスは海に落ちた。だが，イカリアへは海路で行くこともできる。

イカリアとは，アメリカの同義語であり，新世界の自由を意味した。１９世紀中葉にもアメリカは，政治的理由で

の移民を受け入れていた。

カベーのマニフェストを，「近代教育」プログラムとして読むことも可能である。その際，カベーが想定した

社会ユートピアと関わらせる必要はない。個々の条件は，２０世紀初頭の新教育の学校に対する要請へと受け継が

れていったと言える。

○ イカリアのコロニーに住む子どもたちは，五歳になったら，一緒に教育を受ける。学校と家庭教育との連携

に向けて努力がなされる。

○ 学校による独占はありえない。家庭のなかで，あるいは社会生活に参加するなかで学べることは，家庭や社

会で学ぶ（Cabet１９７９，S．７８ff.）。

○ 話すこと，書くこと，語りの技術，社会性などは学校の問題ではない。これらはすべて社会における経験の

問題である。

○ 他方で，入念な授業は，社会における知の共通基盤を成立させるための前提である（ebd., S．７４）。

○ 一人ひとりの子どもは等しくゆっくりと教育を受ける。その際，一般教育と職業教育は区別される。

アメリカにおける論議と比較してみよう。例えば，ホレース・マンが１８５４年にアンティオーク・カレッジで示

したプランを取り上げる１８。このカリキュラムは，ヨーロッパ的陶冶の負荷を排して，自然科学，自然誌や基礎

数学を重視し，さらにまた音楽，芸術，文学にも中核的な地位を与えた（ebd., S．８１）。古典語は教授されず，公

立図書館で面談が行われた（ebd., S．８０）。

○ 言語習得を例として説明しよう。一般的な学校シェマに毒されていなければ，子どもたちは，早く，たやす

く，学習することができる（ebd., S．８３）。

○ 授業は当然，男女共学であり，両性は平等であるし，

○ 授業はまた，市民教育でもある。

○ 授業は生涯教育として構想される。つまり，ある一定の年齢期に限定されるものではない（ebd., S．８２）。

授業の基本を構成していたのは，遊び学習の原則であり，教師のメトーデではなかった。「われわれの大原則

は，どの教育も遊びでなければならないのであり，また，どの遊びも教育でなければならないということである」

（ebd.）。子どもの教育に責任を持つ者――カベーによれば教育委員会（comite d’education）――はこの原則

を革新的な実践に適用していくことをめざして努力しなければならない。学校は硬直した組織ではない。学校は

共有された目標に向かって発展していかなければならない。目標は「知の発展」（ebd., S．８６）であり，目標への

道を一般的に描くと次のようになる。

「学校の美しさと快適さ，教師の能力はもちろん，教師の辛抱強さと優しさ，方法の簡潔さ，表現の明晰さ，

学習と遊びの融合，これらのすべのことが目的を達成するのに貢献する」（ebd., S．８３）。

私は，フランス・アメリカ的なイカリアの学校がまさにこのような様子であったと言っているのではない。そ

うではなく，オルタナティブ教育についてのこうした発言の結果を示そうとしているだけである。その一例とし

て，合衆国のコロニーに作られた学校を挙げている。一般には「新教育」のカノンのなかで描かれる学校ではな

い。この点から考えると，新教育は「田園教育舎」の集積以上のものである。

イカリアは，合衆国での長期にわたる並外れたコロニー実験であった。個々のコロニーはイリノイ州からカリ
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フォルニア州にまで点在しており，数え切れない分裂と内部分裂を経て，最後のコロニーが成立したのは１８９８年

であった。これらのコロニーは教育実験の場でもあった。さまざまな実験が各地で行われており，「新教育」の

プログラムに対して，トルストイの比較的つつましやかな実験よりも，明らかに高いアピール能力があった。残

念なことに，イカリアの教育プロジェクトについて，対比的に追究されたことはない。そのため，いくつかの事

例の分析に頼ることしかできない。一般に，イカリアにとって学校は重要な場であり，ノーヴー（イリノイ州）

ではモルモン教徒が遺した神殿の石を用いて校舎が造られた。複数の家族による共同生活は平等であることを特

質とし（Snyder１９８３），公共生活は地域（Gemeinde）に密着していた（Chicoineau１９７９）。

セントルイスのチェルトナムにあった学校について，１８８４年に，ジャーナリストであり政治学者のアルバート・

ショウ１９が記録を残している。彼の記したことは，

○ 男女共学

○ 学校と家庭の協同

○ 「養護施設（salle d’asile）」での早朝授業

○ 共同体を対象とする日曜学校

○ 以上を実現するための読書プログラムとカリキュラム。これは，カベーが主張したこととほぼ等しい（Shaw

１８８４，S．６７ff.）。

自伝的な文献からは，当然のことながら，コロニー内の日常的な教育の過酷な様子が伝えられる。例えば，常

に――社会的にも物質的にも――生き残るために闘わねばならないような状況である２０。この状況を受けて，

しばしば教育の確立のための資源は失われる。ここでめざされる教育は，それほど理想的なものではなく，エチ

エンヌ・カベーが記述した程度のものである。それにもかかわらず，早くから確認されたように，イカリアの共

同体では新しい教育の原理が実践を方向づけることになっており，時間が経つにつれ，現実となっていった（例

えばWick１８９５）２１。

教育の理想像は，政治の理想像と密接に関連している。このことについては，一般に，あらゆるコロニー実験

について言えることである（Sutton ２００３／２００４）。これに関連するラディカルな試みについての発言は，こうし

た実験の外で活発に出された。１９世紀中葉以降，無政府主義グループが新しい教育のあり方に関心を抱き始めた。

彼らの考えた新しい教育とは，宗教的な教育ではなく，共産主義的な教育でもなく，極めて自由な教育であった。

もともと信念の自由や社会経験の自由ではなく，子どもも含めて，生活形式としての自由が重視されていた。１７

世紀から１８世紀の文学上のユートピアと異なる点は，社会と人間形成と科学の関連に焦点が当てられたのではな

く（Olson ２００２），個人の自由の実現が志向されたことであった。このような考えによれば，子どもの潜在性は，

教育における強制力が行使されなくなって初めて発揮されうる。

「新教育」というテーマは，第一次世界大戦前に出現した様々な無政府主義サークルで取り上げられた問いの

なかでも，中心的なものだった。教育による自由（La liberté par l’enseignement）というフレーズは，小冊子

のタイトルにもなった。この小冊子は１８９８年にパリで発行されたもので，三人の人物が論稿を寄せた。レフ・ト

ルストイと，有名な無政府主義者ルイズ・ミシェル２２とエリゼ・レクルス２３の三人である。ミシェルとレクルスは

１８７１年のパリ・コミューン成立時のメンバーであり，コミューンが鎮圧された後，フランスから追放された。ル

イズ・ミシェルは教師であった。彼女は１８８０年になってパリに戻り，無政府主義の立場を貫きとおしていたため

に，常に警察の監視下に置かれ，長年にわたり監禁された。地理学者のレクルスはスイスに亡命した。彼はスイ

スで「われわれの子どもたちの未来について」を書き，この声明文は自由教育のマニフェストとなった（Reclus

１８７７）。とりわけこのマニフェストはレクルスの評判を高め，レクルスは国家や官僚制を排した自由社会に大き

な影響を及ぼす論者の一人となった。

「éducation nouvelle」という表現を最初に用いたのは，おそらく，パリ・コミューンに関わった人々であった。

ルイズ・ミシェル（１８８６）が回想録のなかで綴ったことによれば，１８７１年３月２６日にパリのテュルゴー校で，あ

る声明文への署名が行われた。それは，新教育協会の推進者たちが公立学校と授業の根本的な改革を主張したも

のだった。その内容は，あらゆる宗教は学校から排除されるべきであること。あらゆる学校はすべての子どもに

対して，彼らの社会的身分や両親の信条にかかわらず，開かれていなくてはならないこと。授業は科学的根拠を

もとに行われるべきであること。授業の質は，何らかの信念ではなく，合理的な目標設定に基づいて，査定され

ねばならないこと，であった。基本的にすべての子どもは学校に通い，平等な教育を受ける権利を有している。

教育においては，ある社会集団に何らかの特典が与えられることはないのである（Dommanget１９６４）。

ルイズ・ミシェルは１８３０年５月２９日に未婚の女中の子としてヴロンクール・ラ・コートで生まれた。ヴロン
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クールは，ジャンヌ・ダルクの出身地ドンレミ村の近くにある領地である。ルイズ・ミシェルは祖父母に引き取

られ，非常に良い教育を受けた。女子が高等教育を受けられるようになるのは１８５０年以降のことであり，博識な

祖父も歴史を教えることはできなかった。歴史は初等教育の発展や若い女性の解放の可能性にも関わっている。

１８５３年にルイズ・ミシェルは「女性助教諭（sous−maîtresse）」として小学校教員免許を取得したが，すでにそ

の一年前に彼女は最初の自由学校を設立していた。

１８５２年から１８５５年の間に，オート・マルヌ２４にいくつかの小規模な自由学校が設立されたが，このことについ

てはあまり知られていない。少なくとも私たちの知っていることは，まず，朝の祈祷が行われなくなり，代わり

に「ラ・マルセイエーズ」が歌われたことである。これは，カトリックを奉ずる第二帝政期には考えられないこ

とであった。実際に何が授業の本質をなし，どのようにして授業が自由なものとなっていたかについては，分か

らない。関連書類が焼却されたり，紛失してしまったりしたからである。１８５６年にルイズ・ミシェルはパリで教

師となり，１８６５年には自身の学校をモンマルトルに創設した。コミューンの間，ジャーナリズムはこの女性教師

を「バリケードのジャンヌ・ダルク」に祭り上げた。だが，ニュー・カレドニアでもルイズ・ミシェルは教育面

を中心に活動を展開した。島民に言葉を教え，授業グループや劇団を創設し，自由な学習形式の実現に努力した

のである。

最後にもう一つ，事例を挙げよう。ルイズ・ミシェルはロンドンで１８９０年に，パリからの亡命者の子どもたち

を対象として，イギリス初の自由学校２５を開校した。１８８３年にルイズ・ミシェルは再び捕らえられて三年間を刑

務所で過ごすことになったが，著名な友人たちの尽力で釈放された。彼女の友人にはヴィクトル・ユゴーやポー

ル・ヴァレリーがいて，二人は彼女に詩を捧げている。１８９０年に彼女は他の多くの無政府主義者たちとともにイ

ギリス追放され，ロンドンに行った。はじめて彼女は学校を設立した。学校の創設にあたり，三つの原則が掲げ

られた。それらは，トルストイに倣ってつくられた原則であった。

一．基本は子どもの自由であり，教育においては，いかなる権威も退けられる。

二．どれか一つの授業科目を義務づけられることはなく，授業は小集団でおこなわれ，グループ分けの際に性別

によって差別されない。

三．子どもたちには，自主的に思考することを学んでほしい。そうすれば，子どもたちと一緒にカリキュラムを

構成することもできるようになるだろう。

学校に自由の原理を持ち込んだのは，イギリスでラディカルな学校を創設したアレクサンダー・ニイルが最初

ではなかった。ルイズ・ミシェルが開校にあたって作成したパンフレットには，ロシアの無政府主義者ミハイル・

バクーニンからの引用が記されていた。英語に訳された文章は２６，次のような内容だった。

「理性的な教育とは，実際にはすべて自由のため，尊敬に値する自由人の形成という教育の最終目的のため，

そして，他者の自由を尊重するための革新的な犠牲に他ならない」（Shotton１９９３からの引用）。

註

１１８６０年７月２４日（８月５日）トルストイは日記に次のように記している。「モンテーニュは教育の自由を明確

に述べた最初の人である。教育の中で最重要であるのは，平等と自由である」（Tolstoi １９７９，S．２０３）。その論拠

は，モンテーニュ『エセー』（第一巻第二六章「子供の教育について」）であった。
２「変形させる」とは，「ある一定の形態にする」ことを意味する。
３ Crosby１９０４，１９０５．Vgl. : Tolstoy’s American Disciple （Whitacker１９９６／９７）．
４ アーネスト・ハワード・クロスビー（１８５６－１９０７）は，１８７６年にニューヨーク市立大学を卒業し，１８７８年にコ

ロンビア大学のロースクールを卒業した。弁護士となったクロスビーは，１８９４年にニューヨーク市社会改良協会

の初代会長となった。１９００年から１９０５年の間には，ニューヨーク反帝国主義連盟の代表を務めた。この連盟は，

入植事業を進めるアメリカ帝国主義に対する闘争を進めるとともに，児童労働にも反対していた。
５ エドワード・カーペンター（１８４４－１９２９）はケンブリッジで学び，１８６７年にケンブリッジ大学トリニティ・ホー

ルのフェローになった。１８６８年にウォルト・ホイットマンの詩集『草の葉』を読み，その強い影響を受けて詩集

『民主主義の方へ』（１８８３年）を著した。カーペンターは１８７３年にケンブリッジの教育・研究職を手放して，北

イングランドにおける大学拡張運動に参加した。遺産を有していたために彼は作家としての自由な地位を享受す

ることができ，１８９８年からは同性愛運動に関わった。１９０８年の著作『中間の性』は，イギリスで初めて肯定的に
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同性愛を取り上げた出版物である。カーペンターの影響を受けた作家には E.M．フォスター（１８７０－１９７０）や

D.H．ロレンス（１８８５－１９３０）がおり，イギリスの新教育にもその影響が見られる。カーペンター自身は「新教

育」の最初の学校の発展と維持に協力した。その学校とは，１８８９年にセシル・レディ（１８５８－１９３２）によってダー

ビシャーに設立されたアボッツホルムの新学校である。
６ ウィリアム・リロイド・ギャリソン（１８０５－１８７９）は１８３１年以降，ボストンで出版されていた雑誌『解放者』

の初代編集者だった。『解放者』は奴隷制廃止運動（アボリショニズム）の中心的メディアである。南部の州で

はこの雑誌を販売すると処罰された。ギャリソンはニュー・イングランド奴隷制反対協会の設立者の一人でもあ

った。この協会は１８３２年に発足し，１８４０年に分裂した。１８４０年末にギャリソンは「世界改革の友」という新しい

組織を立ち上げた。この組織はマリア・ウェストン・チャップマン（１８０６－１８８５），アビー・ケリー・フォスター

（１８１１－１８７９），ブロンソン・アルコット（１７９９－１８８８）ならびにオリバー・ジョンソン（１８０９－１８８９）に支持

されて，南北戦争が起こるまで，宗教的立場を超えて大きな影響力を持っていた。『解放者』誌は１８６５年まで刊

行された。
７ 博士論文がベルン大学のエルンスト・デュルの下で作成された。執筆者はロシアのモヒリフ出身のゴルダ・ピ

ュスナーである。
８『一般ドイツ教師新聞』（１９１０年）に掲載された追悼文も同様である。
９ ドイツにおける最初のトルストイの教育著作は１９０７年に出版された。ベルリンのスラブ学者であり翻訳家であ

ったラファエル・レーヴェンフェルト（１８５４－１９１０）がオイゲン・ディーデリヒ社に持ち込んだものである。レー

ヴェンフェルトはベルリンの民衆教育者であったが（例えば民衆の娯楽のための出版業に携わっていた），初の

トルストイ伝記作家でもあった。フランスで最初の教育著作全集が出版されたのが１９０５年であり，ドイツ語版

（Tolstoi１９０７）とほぼ同時期である。
１０ これは Filloux（１９９６）に至るまで続く。アングロサクソン圏での受容についてはMurphy（１９９２）を参照さ

れたい。
１１ ヴィクトル・コンシデラン（１８０８－１８９３）はベサンソン出身で，シャルル・フーリエ（１７７２－１８３７）が卒業し

たリセに通った。１８２６年以降，コンシデランはパリ工科大学で技術者養成教育を受けた。この頃，新しい協同社

会の構築をめざすフーリエの著作に出会った。コンシデランは１８３０年から１８３６年にかけてメスで技術者として働

き，その後，編集者として活動した。彼はとりわけ１８３６年創刊の教育誌『ファランジュ』上でフーリエの理念を

喧伝した。この雑誌は１８４３年に社会主義新聞『デモカトリ・パシフィック』となり，コンシデランが編集長とし

て関わることになった。１８４８年革命前まで彼は二つの社会主義コロニーのプロジェクトに関与した。このプロジ

ェクトではラディカルな平等と自然の教育の実現をめざしていた。革命が失敗した後の１８５２年にヴィクトル・コ

ンシデランはテキサスに渡り，「レユニオン」を設立した。彼にとって三つ目のコロニーであるが，１８６９年まで

は彼自身ではなく，彼の妻の全財産を費やして実験が進められた。生涯の最後の二〇年間を彼はカルチェ・ラタ

ンで過ごした（典拠は Beecher２００１）。
１２ ヨーロッパにおいて特に注目された事例として，ジョゼフ・ジャコット（１７７０－１８４０）の普通教育論がある。

「知的解放」法として知られているものである（Biographie １８６０）。この方法の基本は，知性の等配分を想定す

ることにあり，意志を解放して自立的な学習をめざす。とはいえ，暗記したテキストを利用することが前提とな

る。
１３ エチエンヌ・カベーはディジョン出身で，１８１６年以降はパリの弁護士フェリックス・ニコドの下で働いてい

た。ニコドを通じてカベーは政治的反対運動と関わるようになり，１８３０年の革命に参加することになった。１８３３

年にカベーは雑誌『ポピュレール』を創刊し，ルイ・フィリップの七月帝政への対抗姿勢を打ち出した。『ポピ

ュレール』誌のラディカルな路線が災いして，彼は１８３４年にイギリスに亡命した。イギリスではロバート・オウ

エンを支持する社会主義者たちから影響を受けた。イギリス滞在中に小説『イカリア旅行記』を著し（英語版が

１８３９年にロンドンで出版された），カベーの名が知られるようになった。１８３９年に彼はパリに戻り，新しい社会

のかたちを実現しようと『ポピュレール』を通じてさらに精力的に活動した。『ポピュレール』は平均して二万

二千部を刊行していた。
１４ この雑誌は１８３３年に発刊された。エチエンヌ・カベーが１８３１年から書記長を務めていた民衆教育自由協会の機

関誌である。この会はエコール・ポリテクニクの学生や卒業生が設立した。薬品を提供するとともに，労働者の

ための夜間学校を開いていた。『ポピュレール』誌は夜間学校で読み書きを習得した労働者たちも購読した。
１５ ロバート・オウエン（１７７１－１８５８）はウェールズ出身で，現地の学校に短期間だけ通い，一〇歳の時にロンド

「新教育」以前の新教育

― ９ ―



ンに送られた。見習い修行の後，１７８７年か１７８８年頃に，イギリス産業革命の発祥地マンチェスターに行った。１７９０

年に兄弟や技術者とともに小さな紡績工場を興した。二年後，彼は新設された紡績工場（ピカデリー工場）の工

場長となり，オウエンの名を上げた。１７９５年には社長職を退いて，スコットランドのニュー・ラナーク紡績工場

の共同経営者となり，モデル工場へと変革させた。ここではまた，イギリス初の大規模な社会改革が成し遂げら

れた。例えば，工場労働者の子どものための学校の創設などである。とくにオウエンが教育の力に信頼を寄せて

いたことは，この頃の著作である『新性格形成学院』（１８１６年）や『幼児学校』（１８１７年）に看取される。
１６ 例えば，ヨハン・ヴァレンティン・アンドレア『クリスティアノポリス』（Strassburg１６１９）がある。
１７『イカリア旅行記』のフランス語版だけでも，４０年代半ばには四〇万冊以上が売れていた。
１８ オハイオ州イエロー・スプリングスのアンティオーク・カレッジは，１８５２年にキリスト教会によって設立さ

れ，一年後に公開された。ホレース・マン（１７９６－１８５９）が最初の学長となった。マンは男女共学と宗派にとら

われない教育を実現させた。
１９ アルバート・ショウ（１８５７－１９４７）は歴史学と政治学をジョンス・ホプキンス大学で学び，１８８４年には博士論

文を執筆した。ショウはジャーナリストとして活動し，１８８３年からはミネアポリス『トリビューン』の編集長と

なった。ショウは個性的な政治記者で，後にアメリカ政治学協会の第三代会長を務めた。
２０ この記述内容は他の図像や自伝などと一致する（Ross １９８９，Snyder １９９６； Rowe １９９８も参照）。ラディカ

ルなコロニーにおける教育や学校の状況については，わずかしか研究されていない（例えば，シェイカー家の子

どもたちについて記した Thorne−Thomson１９９６を参照されたい）。
２１ バルティニアス・ラルソン・ウィック（１８６４－１９４７）はシダー・ラピッツの弁護士であり，有名な歴史作家だ

った。
２２ ルイズ・ミシェル（１８３０－１９０５）は，１８５６年頃に，教師としてパリにやってきた。授業をおこなう合間に，彼

女は詩を書き，フランスの大都市の反体制新聞に社会批判的な論文を寄せていた。１８７０年１０月に知り合った一六

歳年下のテオフィル・フェレ（１８４６－１８７１）への愛が，彼女の人生を変えた。二人はコミューンのバリケードで

闘い，ルイズ・ミシェルは「平和の正義」クラブ，フェレは「ペトー」クラブと名づけられた「革命クラブ」に

おいて，それぞれ指導者となった。フェレは秘密警察に捕らえられて死刑を宣告され，１８７１年１１月２８日に銃殺さ

れた。コミューンの崩壊後，ルイズ・ミシェルは１８７１年１２月１６日に国外追放を言い渡され，オート・マルヌにあ

る中央刑務所に収容された。１８７３年にはニュー・カレドニアへの流刑が決定した。ニュー・カレドニアには１８７３

年１２月１０日に到着した。彼女は１８８０年のコミューンの特赦でパリに凱旋帰国するまでの間を，ニュー・カレドニ

アで過ごした。１８８１年にルイズ・ミシェルは，ロンドンで開催された無政府主義者会議に出席した。１８８３年から

長年にわたって禁固刑に処せられた後，１８９０年にもロンドンを訪れた。晩年にはヨーロッパ中から講演に招かれ

た。１９０５年にマルセイユで亡くなり，葬儀が最後の公的な儀式となった（典拠はルイズ・ミシェル伝記による。

http : //www.ac-creteil.fr/Louise/louise/chrono/chrono.htm）。
２３ ジャン・ジャック・エリゼ・レクルス（１８３０－１９０５）はベルリン大学のカール・リターの下で地理学を学んだ。

１８５１年１２月２日のルイ・ナポレオンによるクーデターの後，レクルスは六年間を海外で過ごし，１８５７年にフラン

スに帰国した。彼は地理学者として活躍し，１８７０年のパリ包囲の折には国民軍に従軍した。レクルスは１８７１年４

月５日に捕らえられ，１８７２年１月に生涯追放となった。スイスのモントルー郊外クラランで彼は地理学研究上の

主著『新世界地理――地域と人々』（全一九巻，１８７５～１８９５年刊行）を執筆した。１８８２年にはブリュッセル大学

の比較地理学講座の教授職を得た。彼のマニフェスト「アナーキストによるアナーキー」は１８８４年５月にボスト

ンの『コンテンポラリー・レヴュー』で公表された。
２４１８５２年９月２７日にオードランクールの自由学校が設立され，これに酷似した学校が１８５４年１２月にクレフモンに

つくられた。１８５５年１０月には友人のジュリー・ロンシャンとともにミリエールに学校を設立した。この学校がど

れくらいの期間にわたって存続していたのかについては不明である。オート・マルヌの文書館に保管されていた

記録が１９世紀末に消滅してしまったからである。ルイズ・ミシェルは１８５１年にラニーのマダム・デュヴァル全寮

制女子校とショモンの学校で女性への教員資格付与のための準備を行い，１８５２年にはヴェルサイユで実現させ

た。彼女自身も大学卒業資格を持った小学校教員だった。
２５「国際学校（The International School）」という名で，所在地は１９ Fitzroy Square, London W１であった。
２６ バクーニンは７月と８月にジュネーブで教育に関する四論文を『エガリテ』誌上に公表していた。
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Der deutsche Ausdruck “Reformpädagogik” ist seit dem ausgehenden １９. Jahrhundert üblich geworden,

zunächst als Pädagogik von reformorientierten Lehrerseminarien und Reformschulen, später und damit

zusammenhängend als Bezeichnung einer Reihe von Reformbewegungen. International werden solche

Ansätze als éducation nouvelle, progressive or radical education oder nuova educazione bezeichnet. Sie

sollen an verschiedenen Orten in etwa zeitgleich entstanden sein und gelten als weit reichende Erneuerung

sowohl der Theorie als auch der Praxis von Erziehung. Vorausgesetzt wird, dass ein Kern von ge-

meinsamen Überzeugungen vorhanden ist, der die Einheit des Konzepts besorgt. Es soll so letztlich eine

“Reformpädagogik” gegeben haben.

Reformpädagogik vor der “Reformpädagogik”

KIUCHI Yoichi＊, OELKERS Jürgen＊＊ and KOBAYASHI Mariko＊＊＊
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